
令和元年度 第１回がまごおり協働まちづくり会議議事要旨 

 

日時 令和元年６月２１日（金）  

午後２時３０分～午後４時 

                        場所 蒲郡市役所新館６階６０１会議室 

 

１ 開会 

事務局より配布資料の確認、 

委員委嘱について説明、欠席者の報告、委嘱状の授与 

がまごおり協働まちづくり会議について、事務局より説明 

  

２ 議題 

（１）会長・副会長の選任について 

   ○会長の選任について事務局より説明 

    →委員の中から、吉村委員が推薦され、本人により承諾された。 

   ○副会長の選任について事務局より説明 

    →金子委員が推薦され、本人により承諾された。 

  

 （２）平成３０年度第６回議事要旨の確認について 

   ○事務局より、平成３０年度第６回議事要旨について説明 

    →特に意見なく、承認された。 

 

 （３）平成３０年度実施事業等について 

   ○事務局より、平成３０年度実施事業等について説明 

    ・「ほとばしる情熱支援部門」を「活動ステップアップ部門」に変更し、助成率を設定 

    ・ほとばしる情熱支援部門の応募１件、はじめの一歩部門の応募１件。どちらも不採択。 

    ・人材育成枠を設け、団体育成講座、個人向けの連続講座を実施した。 

    ・公共的空間の利活用をテーマに実施。実施団体が決定し、吉村委員の講話をきっかけ

に実施にむけ前進している。 

    ・平成３０年度助成金事業（３団体）について、会議ごとに進捗状況を報告した。 

     →報告とはどんなことか。 

→職員が活動日に見学に行った様子を写真などで報告した。 

    ・プロボノ応募を試みたが、受け入れ団体がなく実施を断念した。 

     

 （４）令和元年度まちづくり事業について 

   ○事務局より、令和元年度まちづくり事業について説明 

    ・「はじめの一歩部門」の随時募集、「活動ステップアップ部門」の再募集を実施。 

     →はじめの一歩部門については、１件応募があった。活動ステップアップ部門は申請 

がなかった。 



   ○つなが Ring@ヨガについて事務局より説明 

    ・当日は、開催前に実行委員会がゴミ拾いを実施し、事前に看護師から諸注意があり、

荷物の保管場所が設置されるなど参加者に配慮が行き届いた内容だった。 

    ・新たなつながりを創出するため、「つながり係」を設けて、スタッフが積極的に参加

者に声をかけ、次につながるような取り組みを行っていた。 

    ・竹島俊成園で行ったため、観光客も足を止めて注目を浴びていた。 

    ・当日は、参加者１３７名。次回は７月２０日（土）午前７時から開催予定。午前７時

は早く感じるが、暑さも増してくるため熱中症対策にこの時間での実施となった。 

    

   ○モデル事業（公共空間の利活用）について事務局より説明 

    ・４月と６月の２回実施。歩道で行うため、警察や道路管理者との調整、歩行者への配

慮、周辺飲食店への配慮等から飲食物販は控えている。 

     →なるべく地域の方が中心となって開催ができたらいいと思う。 

     →ダンスをやったり、音をだしてみたりなど次回は検討したい。 

      ゆくゆくは、地域の方が誰でも利用できる場所にしたい。そのための実験である。 

     →なんでもいいではなく、あの地域の雰囲気にあったものやコンセプトを決めて実施 

するのがよいと思う。 

     →ただ通っている人が足を止めて、楽しんでもらえる空間を作りたかった。ただし、

通っている人が少ないというのも分かった。 

    ・子供が集えるよう、読み聞かせコーナーを設けた。 

    ・アピタ蒲郡店の折り込みチラシにイベント告知をしてもらった。 

    ・蒲郡高校ボランティア部に参加を依頼し、ニュースポーツのブースを担当してもらっ

た。また町部総代会にも出店依頼し、輪が広がってきたように感じる。 

     →実際やってみると上手くいかない部分がわかってきた。絵本の読み聞かせは反応が

よかったが、２回目に参加してもらえなかったのが残念。 

     →前回の時点で、絵本の読み聞かせをするには暑くつらかった。もう少し涼しくなっ

た回に参加いただけるとのことだった。 

    ・野菜は結構売れたけど、ごりやく市と混同してしまってはダメなので難しい。 

    ・「マルシェとして統一感がない。フリーマーケットと一緒に出店したくない。」と木工

出店者より意見をいただいた。 

     →なんとなく人が集まる感じには、フリーマーケットだとイメージが異なる。 

      駅前に将棋をやっている人たちがいるけど、参加してもらってもいいかもしれない。

ただし、雰囲気に合わない可能性もある。 

     →駅南側でやっている。ただ、朝からアルコールを飲んでいる。 

    ・木工の人たちの売上はどううなのか。 

     →ほとんどない。しかし、幸田町のお寺でマルシェをやっている人達が主体でやって

いる。そこも、最初は細々とやっていたのが、次第に口コミで広がり今では大賑わ

いの状態。最初は来客があまり期待できないとは、承知していると思う。 

     →２０店舗だと規模が小さいと感じてしまうが、どんな意見が出ているのか。 



     →２０店舗だと圧倒的に少ないという意見をいただいた。ただし、警察協議の上、歩

行者の導線確保という面で、２０店舗がギリギリ。また、マルシェ以外にもワーク

ショップを行うとなると、その分店舗数が減ることになる。 

    ・蒲郡高校のボランティア部がもう少しやりがいのある仕事を任せてもよかった。 

    ・今回は総代がラジオ（FM 豊橋）にも出演し PR した。 

    ・万華鏡のワークショップを実施した方から「新しい取り組みは５年ぐらいやらないと 

浸透しない」とご意見をいただいた。根気強く続けることが必要。 

    ・分野別にマルシェ店舗の位置を分けてもよかった。「ここは木工」「ここはガラス細工」 

など。 

    ・音がもう少しあったら、盛り上がると感じた。最も手っ取り早く注目はず。 

・ラグーナ行きのバスを待っている人を呼び込むとか工夫が必要。あと思った以上にア 

ピタ前を通る人が少なかった。 

    ・自転車で来た人に、あえてあそこの通りを通ってもらうような取り組みになればいい。 

    ・アンプは電源がいると思う。電池では動かない。 

    ・次回の９月は、１０月に学校では文化祭を控えているため、楽器演奏など人前で練習

したいという子が多いような気がする。そこで、パっと来た人に少し教えてもらえた

ら、なおうれしいはず。 

     →本番ではなく練習している場で繋がるというのは新しい発想。 

    ・実行委員会内で、意見が飛び交うようになれば企画として軌道にのる。 

     →実行委員会の地区は、完全な住宅街ではないし、人が多く行きかう場所であるし、 

      新しく引っ越してきた人もいる。コミュニティを作るのが難しい場所。 

     →今回のことを契機に、地域にとってもコミュニティ形成が強固になるかもしれない。 

    ・サーラも協力してくれると言ってくれている。毎回チラシは配りに来てくれている。 

    ・蒲郡荘にも協力依頼してみたらいいと思う。 

    ・食と音の部分がポイントかなと思う。一瞬止まってもらうには、コーヒーを提供した 

りがいい方法。ただ、座る場所がないので、ベンチを用意してみるとか。あとは、全 

面芝を引いてみると印象が全く異なると思う。 

    ・雑貨のお店があったらいいかもしれない。 

    ・既に持っているネットワーク以外の人に、協力依頼できるとこの催事を通して幅が広

がる。 

    ・マルシェは木工以外も呼んでみてもよいかもしれない。 

    ・アピタの敷地内だけは、キッチンカーが入ることができる。その実験は可能。 

     →キッチンカーは市内に１件のみ。あとは市外の業者に依頼する必要あり。 

     →地域が主体となっているのであれば、市内の飲食店中心に声をかけるとよいと思う。 

 

   ○モデル事業（人材育成講座）について事務局より説明 

    ・団体育成講座は、既存団体が新規会員をどうやって迎えるのかを学んだ。 

    ・個人向け育成連続講座は、身近なところからまちづくりに参加しようという事例紹介

をした。最終的には、自分ならなにができるかみんなで発表した。 



    ・今度どのような人を対象に、講座を開設したらよいか。参加してみると概ね「参加し

てよかった」という反応をいただいた。ただし、参加してもらうまでが大変。 

    ・まちづくりセンターに相談があった事例として、ここ２年ぐらいの間に、どこの団体

にも属していない、なにも活動していないが家庭の問題をクリアにしたいという方が、

２、３人みえた。それと市内でやっている公共施設マネジメント会議に出席して、ち

ょっと自分の地域でやってみようかなという人がいる。その人たちの中は、自分の資

格を生かしたいとか地域に何かしたいとかはっきり固まっていない、「なにかしなけ

ればいけない！」と思っている人もいる。 

     →一人には学校との連携を勧めた。楽しみながら自分の役割を見出してくれたら。 

     →個人とは言え、５人の仲間が既にいるといった場合もある。 

    ・講座自体参加者を集めただけで、目標クリアにならないように。 

     →団体がお試しで参加者を受け入れる仕組みづくりもあってもよい。イメージは、団

体のオープンキャンパス。 

    ・時期はいつぐらい。   

     →前回は団体向けは９月ごろ、個人向けは１１、１２月ぐらい。 

     →団体は PR の仕方を講座として望んでいるが、中身は団体の意識改革だった。 

     →団体によっては、会員のスカウトが始まっているところがある。 

     →地域のお祭りと時期が被ると、なかなか集まりづらい。新年度から募集をかけたい

となると、１月２月ごろに実施するのがベストではないか。 

     →イベントの狭間というと９月ごろかな。いろいろな時期で実施してみては。 

     

 

 ３ その他 

・平成３０年度実績報告会について 

 ○事務局より平成３０年度実績報告会について報告 

 

・事務局より次回日程を提案 

    ８月２６日（月） 午後１時３０分～ ６０１会議室 で仮決定 

  

     

     


